
プログラム 

１３：００ 開会あいさつ 

１３：１０ 「里親制度について」（子ども・青少年局より） 

１３：３０ 里親表彰 

１４：００ 「里親体験発表」（里親経験者より） 

１４：３０        ＜休 憩＞ 

１４：４５ 講演「 虐待からの回復と自立への支援 」                        

         講師 西澤 哲 (山梨県立大学元教授) 

１６：００ 閉会あいさつ 

同 時 開 設 

■ 親子似顔絵コーナー 

（但し 1回 300円） 

■ 里親になりたい方の相談室 

    （12：15～16：15） 

 

里親知ってやフォーラム
～里親が育み、地域が支える。中学校区に最低１里親！～ 

令和５年 10 月 21 日(土) 
13時 00分～16 時 00分（受付開始 12時） 

参加費：無 料   定 員：80名 （託児室あり、要申込み） 

会 場：大津生涯学習センター４F視聴覚室（大津市本丸町 6－50） 

 

 
 

「里親になっていただける方を求めています！」 
里親とは、児童福祉法に基づき、親の病気、行方不明、虐待などいろいろな事情により家庭で暮ら

せなくなった子どもたちを、自分の家庭に迎え入れて養育する人のことを言います。 

社会的養護には、里親（ファミリーホームを含む）と施設（児童養護施設、乳児院など）の養育が

あり、欧米主要国では、50％以上が里親委託であるのに対し、日本では里親委託が 22.8％（滋賀県で

は少し高く、35.6％）で、まだ施設養育が高いのが現状です。 

社会的養護が必要な子どもには、家庭的養育が望ましく、里親委託を

優先することを原則とし、特に乳幼児は、安定した家族の関係の中で、

愛着関係の基礎を作る時期であり、子どもが安心できる、温かく安

定した家庭で養育されることが大切であると、こども家庭庁は述べ

ています。それを受け滋賀県里親連合会では、滋賀県や県内市町の

協力を得て、里親委託を推進するため各地域でフォーラムなどを開

催し、中学校区に 1つ以上の里親家庭とその応援者を求めています。 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

滋賀県里親連合会事務局内 

「里親知ってやフォーラム」実行委員会 

〒520-0802  大津市浜大津 4-1-1 明日都浜大津 1F 

FAX：077-525-9680    市民活動センター内 

Ｅメール shigafoster@gmail.com 
＊申込みは事務局へ FAXか E-メールでお願いします。 

なお、開催当日の参加も受付けますが、定員迄。 

主 催 ： 一般社団法人滋賀県里親連合会 

・NPO法人大津市里親会 

・高島市里親会 

～地域のみなさんへ～

 

第 ５

回 



 

 

里親知ってやフォーラム

＜講師、西澤哲さんのプロフィール＞

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<参加申込書＞ 
下記ご記入、又は下記内容ご記載のうえ、１０月７日（土）までにＦＡＸ又はＥ-メールにて 

お申し込みください。尚、オンラインでの参加希望者は右の QR コードから当日 14時より 

配信しますので入室してください。 

宛先：FAX077-525-9680（滋賀県里親連合会事務局） E-メール shigafoster@gmail.com 

参加者氏名 住所等の連絡先（託児の場合必須） 託児利用 

1 
  児童呼び名： 

性 別：   年齢： 

2 
  児童呼び名： 

性 別：   年齢： 

3 
  児童呼び名： 

性 別：   年齢： 

4 
  児童呼び名： 

性 別：   年齢： 

5 
  児童呼び名： 

性 別：   年齢： 

児童虐待研究の第一人者 

「虐待からの回復と自立への支援」約 40年間、この分野の研究と実践を重ねてこられた西澤先生。 

【虐待を受けた子どもの回復に向けた支援】 

虐待で致命傷なのはネグレクト（育児放棄）。ネグレクトは「見捨てられ体験」であり、愛情・依存欲

求の充足の機会の剥奪。親が情緒的なニーズに応えられないので、虐待からアタッチメント（愛着）障

害が発症する。「自分は愛されている」「自分は守られている」「自分のニーズが受け入れられている」 

子どもがこれらの充足感を体験することが大切。アタッチメントの原型は6歳くらいまでに形成される。 

（もちろん、一生変化していくものだけれど）小学生くらいになるとアタッチメントは、スキンシップ

から、話を聞いてもらって受け入れてもらうことに移行していく。親がアタッチメント対象になってい

ない時は、親に代わる誰かが必要。・・・ 

【虐待の影響からの回復のための支援】 

時間的展望の獲得。つまり、現状を受け入れ、連続性のある将来像を描けるようにする。親への過剰な

期待を諦め、親の現状を受け入れることにより、自分の人生を親の人生と切り離すことが出来る。 

そのために必要なのは、アタッチメント対象の内在化。信頼できる誰かの存在が心の中に生まれると、 

「自分視点」から「他者視点」を持てるようになる。「他者視点」＝他人に対して共感性を持てるよう

になる。「自分視点」＝自分さえよければいい。 

例えば、「これをやったらお母さんが悲しむ」という他者目線が心の中にあるから悪い行動をしない。 

アタッチメントがうまく形成されていない子が増えているから、「発達障害」かのように診断される子

が増えている、というのが現場の実感。心の中に他者視点＝共感性を持つことは大事なので、子どもに

とって最大の問題は家族。家族を考慮しない支援は大きな間違い。親というのはとても大事な存在。 

子どもの家族観を整理するために、ファミリーソーシャルワークが必要。アタッチメントの再形成に向

けた支援は、信頼できる大人であれば誰でもいい。親でなくてもいい。 

 


